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革
共
同
の
理
論
問
題
の
視
角

                　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
戸　

耕
市

　

革
共
同
を
自
己
批
判
・
自
己
総
括
す
る
上
で
、
理
論
上
の
問
題
は
欠
か
せ
な
い
。
と
り
わ
け
革
命
論
の
骨
格
部

分
に
関
し
て
、
意
見
を
述
べ
た
い
。

（
１
）
革
共
同
の
破
産
、
清
算
と
決
別

　

ま
ず
大
前
提
と
し
て
、「
革
共
同
は
破
産
し
た
」「
革
共
同
を
清
算
し
決
別
す
る
」—

—

「
新
し
い
組
織
と
運
動
」

を
始
め
る
に
当
た
っ
て
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
破
産
の
原
因
が
、
単
に
、
革
共
同
の
一
定
の
時
期
の
路
線
や
戦
略
に
お
い
て
誤
り
が
あ
っ

た
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
そ
の
土
台
で
あ
る
「
資
本
主
義
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
資
本
主
義
観
に
お
い
て
、

決
定
的
に
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
総
括
を
し
な
い
と
本
当
の
意
味
で
の
「
新
し
い
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組
織
と
運
動
」
は
始
ま
ら
な
い
。

　
「
継
承
か
、
解
体
か
」

　　

あ
る
古
参
の
同
志
は
、
こ
う
い
う
。「
清
水
・
中
野
・
天
田
ら
が
革
共
同
を
ダ
メ
に
し
た
が
、〝
六
〇
年
代
の
革

共
同
〟〝
本
多
さ
ん
の
時
代
の
革
共
同
〟
に
は
可
能
性
が
あ
っ
た
」
と
。

　

た
し
か
に
様
々
な
意
味
で
可
能
性
は
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
多
延
嘉
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
継
承
か
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
解
体
か
」（
一
九
七
三
年
）
を
改
め
て

読
み
直
し
て
み
よ
う
。
厳
し
い
闘
い
の
中
で
、「
継
承
か
、
解
体
か
」
は
綱
領
的
な
結
集
軸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
日
的
に
捉
え
返
し
た
と
き
、
そ
し
て
か
の
ス
タ
ー
リ
ン
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
』（
一
九
二
四
年
）
と
対
照

し
て
み
た
と
き
、「
継
承
か
、
解
体
か
」
は
、
革
共
同
が
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
へ
回
帰
し
て
い
く
、
理
論
上
の
決
定

的
な
転
回
点
で
あ
っ
た
と
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
継
承
か
、
解
体
か
」
に
示
さ
れ
た
理
論
上
の
問
題
点
を
抉
り
出
し
、
そ
の
清
算
と
決
別
を
明
確
に
し
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
代
に
お
け
る
批
判
理
論
・
変
革
理
論
を
掴
み
直
す
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
同
根

　　

ソ
連
崩
壊
（
一
九
九
一
年
）
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
？
一
般
に
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
破
産
と
さ
れ
た
し
、「
マ



16

ル
ク
ス
主
義
」
を
支
え
と
し
て
き
た
人
び
と
が
、
そ
う
受
け
止
め
て
挫
折
感
を
味
わ
っ
て
い
た
。

　

事
実
、
ソ
連
崩
壊
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
資
本
の
運
動
が
ソ
連
を
再
吸
収
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時

に
、
資
本
主
義
の
批
判
・
対
決
で
敗
北
し
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
最
後
的
な
破
産
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
革
共
同
は
ど
う
だ
っ
た
か
？　

例
え
ば
「
一
九
全
総
報
告
」（
一
九
九
六
年
）
で
は
、「
帝
国
主
義
と

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
よ
る
圧
殺
体
制
の
崩
壊
」
と
む
し
ろ
歓
迎
す
る
態
度
だ
っ
た
。
こ
こ
に
大
き
な
見
当
違
い
が

あ
っ
た
。
む
し
ろ
、「
三
回
大
会
報
告
」（
一
九
六
六
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
革
共
同
の
土
台
そ
の
も
の
を
問
い
直

す
べ
き
と
き
だ
っ
た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
と
は
？

　

と
こ
ろ
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
関
す
る
批
判
的
な
研
究
と
い
え
ば
、
Ｅ
・Ｈ
・
カ
ー
、
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ

フ
、Ｇ
・
ボ
ッ
フ
ァ
な
ど
の
労
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。
真
摯
で
優
れ
た
研
究
で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
批
判
の
様
々

な
契
機
や
教
訓
が
実
証
的
に
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ま
た
肝
心
な
と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
資

本
主
義
の
把
握
・
批
判
・
対
決
と
い
う
観
点
で
総
括
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
の
解
明
で
あ
る
。

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
様
々
な
契
機
は
そ
の
通
り
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の
土
台
に
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
欠
陥
と

い
う
原
点
・
由
来
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
資
本
主
義
の
本
格
的
発
展
と
全
面
的
な
物
象
化
と
い
う

中
で
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
が
、
そ
の
理
論
上
の
欠
陥
の
故
に
、
資
本
主
義
の
把
握
・
批
判
・
対
決
に
お
い
て
決



17 － ３　革共同の理論問題の視角　

定
的
に
敗
北
し
て
い
っ
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
一
方
で
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
公
然
と

投
げ
だ
し
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
の
修
正
主
義
を
生
み
出
し
、
他
方
で
、
そ
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
欠
陥
を
、

党
の
命
令
・
国
家
の
暴
力
で
も
っ
て
主
意
主
義
的
に
突
破
し
よ
う
と
し
た
レ
ー
ニ
ン
の
方
向
を
生
み
出
し
た
。レ
ー

ニ
ン
の
方
向
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
下
で
も
不
可
避
に
支
配
す
る
商
品
関
係
・
物
象
関
係
を
、
党
の
命
令
と
国

家
の
暴
力
に
よ
っ
て
絶
滅
す
る
と
い
う
実
践
に
及
ん
だ
。
そ
れ
を
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
し
て
定
式
化
し
徹
底
し
た
の

が
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
っ
た
。

　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
が
、
資
本
主
義
を
把
握
・
批
判
・
対
決
す
る
理
論
の
枠
組
み
た
り
え
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
問
題
が
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
は
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
欠
陥
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
実
に
ス
タ
ー

リ
ン
主
義
と
同
根
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
マ
ル
ク
ス
と
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
分
岐

　
「
資
本
主
義
の
崩
壊
は
不
可
避
」「
崩
壊
を
革
命
に
転
化
す
る
」「
帝
国
主
義
戦
争
は
不
可
避
」「
戦
争
を
内
乱
へ
」

「
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
」—

—

マ
ル
ク
ス
も
（
た
だ
し
一
八
四
八
年
革
命
前
後
か
ら
一
八
五
七
年
恐
慌
辺
り
ま

で
）、
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
、
レ
ー
ニ
ン
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
も
、
拠
っ
て
立
っ
て
き
た
革
命
論
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

革
共
同
も
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
継
承
し
て
き
た
し
、わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
疑
う
余
地
の
な
い
革
命
論
と
し
て
あ
っ
た
。
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し
か
し
、そ
れ
は
、そ
も
そ
も
「
資
本
主
義
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、『
経
済
学
批
判
要
綱
』（
～

一
八
五
八
年
）『
資
本
論
』（
第
１
部
初
版
一
八
六
七
年
）
で
マ
ル
ク
ス
が
つ
か
み
取
っ
た
資
本
主
義
の
把
握
・
批

判
・
対
決
の
内
容
と
は
、
決
定
的
に
異
な
る
枠
組
み
に
拠
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
マ
ル
ク
ス
理
解
の
枠
組
み
の
中

に
い
る
研
究
者
・
理
論
家
は
認
め
な
い
が
、
こ
こ
に
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
大
き
な
分
岐
が
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
批
判
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

マ
ル
ク
ス
が
『
要
綱
』『
資
本
論
』
で
つ
か
ん
だ
事
柄
の
核
心
点
を
、
不
親
切
だ
が
ご
く
結
論
的
に
列
挙
す
れ

ば—
—

　
〈
資
本
主
義
の
シ
ス
テ
ム
と
は
、
人
間
自
身
が
、
自
ら
の
労
働
・
生
産
の
力
を
対
立
的
な
疎
遠
な
形
で
（
物
象

と
し
て
）
形
成
し
、
人
間
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
〉〈
故
に
資
本
主
義
は
、
人
間
に
と
っ

て
も
自
然
に
と
っ
て
も
破
壊
的
で
あ
る
〉〈
同
時
に
、
資
本
主
義
は
、
自
身
の
内
部
に
否
定
性
を
含
ん
だ
矛
盾
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
〉〈
矛
盾
と
は
、
ⅰ
．
人
間
の
労
働
・
生
産
の
力
が
、
対
立
的
な
疎
遠
な
形
で
形
成
さ
れ
る
こ

と
を
根
源
的
な
矛
盾
（
疎
外
さ
れ
た
労
働
、
賃
労
働
・
資
本
）
と
し
な
が
ら
、
ⅱ
．
労
働
・
生
産
に
お
け
る
私
的

性
格
と
社
会
的
性
格
と
が
矛
盾
し
、
資
本
原
理
（
搾
取
）
が
商
品
原
理
（
自
由
・
平
等
・
独
立
）
を
不
断
に
否
定

す
る
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
〉〈
資
本
主
義
は
、
そ
の
矛
盾
の
故
に
存
立
し
、
矛
盾
を
媒
介
し
て
社
会
の
す
べ
て
の

要
素
を
自
己
の
「
形
態
」
と
し
て
従
属
さ
せ
て
「
総
体
性
」
に
な
る
運
動
を
歴
史
的
に
展
開
す
る
〉〈
国
民
国
家
も
、

資
本
主
義
の
運
動
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
己
形
態
と
し
て
資
本
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〉
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〈
資
本
主
義
の
内
部
の
否
定
性
故
に
、
そ
の
内
部
に
潜
在
的
で
は
あ
る
が
、
社
会
主
義
＝
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

形
成
さ
れ
て
い
く
〉〈
資
本
主
義
の
内
部
に
含
ん
だ
否
定
性
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
く
の
が
、
人
間
の
自
覚
的
な
活

動
で
あ
る
〉〈
資
本
主
義
の
矛
盾
の
運
動
が
露
わ
に
す
る
公
共
性
＝
コ
モ
ン
を
、
人
間
の
自
覚
的
な
活
動
で
制
御
・

管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
〉

　

崩
壊
革
命
論
・
打
倒
論
の
外
在
性

　

見
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
内
部
に
そ
の
否
定
性
を
見
て
と
り
、
そ
こ
に
資
本
主
義
を
超
え
る
契

機
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
資
本
主
義
の
矛
盾
・
物
象
的
転
倒
性
・
否
定
性
の
つ
か
み
方
に
鍵
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
崩
壊
革
命
論
・
打
倒
論
は
、
ま
さ
に
、〈
資
本
主
義
内
部
の
否
定
性
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
よ
っ
て
資
本
主
義
を
超
え
る
契
機
も
見
い
だ
せ
な
い
〉。
だ
か
ら
、〈
恐
慌
や
戦
争
に
資
本
主
義

の
崩
壊
を
待
望
・
予
測
し
、
万
年
危
機
論
を
唱
え
〉、〈
資
本
主
義
の
外
側
に
変
革
の
展
望
を
探
し
求
め
、
主
意
主

義
的
に
内
乱
・
蜂
起
を
計
画
し
〉、〈
資
本
主
義
の
外
側
か
ら
社
会
主
義
を
対
置
す
る
〉
と
い
う
外
在
的
な
革
命
論

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
革
命
論
の
外
在
性
故
に
、
資
本
主
義
の
中
心
部
分
に
お
い
て
革
命
を
遂
行

す
る
こ
と
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

誤
解
な
き
よ
う
に
言
え
ば
、
崩
壊
革
命
論
・
打
倒
論
を
批
判
・
否
定
す
る
の
は
、「
内
乱
・
蜂
起
を
唱
え
て
も

さ
し
あ
た
り
実
現
性
が
な
い
か
ら
」
と
か
、「
民
衆
の
意
識
状
況
か
ら
迂
回
戦
略
を
と
っ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
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理
由
か
ら
で
は
な
い
。「
資
本
主
義
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
原
理
的
な
把
握
に
お
い
て
間
違
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
由
来

　

と
こ
ろ
で
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
は
マ
ル
ク
ス
の
理
論
で
は
な
い
の
か
？
た
し
か
に
、
一
八
四
八
年
革
命
前

後
か
ら
一
八
五
七
年
恐
慌
辺
り
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
は
、
恐
慌
待
望
論
と
崩
壊
革
命
論
を
主
唱
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
挫
折
と
反
省
・
転
換
の
上
に
、『
要
綱
』『
資
本
論
』
が
あ
る
。
そ
の
理
論
は
、
上
で
見
た
よ
う
に
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
理
論
と
は
決
定
的
に
違
う
。

　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
を
通
し
て
定
式
化
さ

れ
、
そ
の
後
、
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
一
括
さ
れ
て
普
及
し
て
き
た
理
論
で
あ
る
。

そ
の
始
ま
り
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
唯
物
史
観
（
唯
物
論
的
歴
史
観
、
史
的
唯
物
論
）」
を
唱
え
は
じ
め
た
辺
り

（「『
経
済
学
批
判
』
書
評
」
一
八
五
九
年
）
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
唯
物
史
観
と
い
う
用
語
を
作
り
、
そ
れ
を

中
心
的
な
考
え
方
に
押
し
出
し
て
い
っ
た
の
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
レ
ー
ニ
ン
を
経
て
、
ス
タ
ー
リ

ン
に
よ
っ
て
（「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
一
九
三
八
年
）、
唯
物
史
観
は
人
類
史
を
貫
通
す
る
「
一
般

法
則
」
に
ま
で
高
め
ら
れ
、「
生
産
関
係
の
基
礎
は
所
有
」
と
い
う
命
題
を
軸
に
全
歴
史
が
裁
断
・
図
式
化
さ
れ
る
。

唯
物
史
観
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
、
上
で
見
た
マ
ル
ク
ス
『
要
綱
』『
資
本
論
』
の
資
本
主
義
の
把
握
・
批
判
は
、

骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
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こ
う
書
く
と
あ
た
か
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
創
始
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
資
本
主
義
の
本
格
的
発
展
と
全
面
的
な
物
象
化
と
い
う
中

で
、
さ
ら
に
科
学
万
能
主
義
や
実
証
主
義
の
全
盛
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
理
論
上
の
敗
北
が
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
に
限
ら
ず
名
だ
た
る
革
命
家
・
思
想
家
た
ち
の
間
で
進
行
し
た
と
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
的
な
差
異
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
こ
と
と
両
者
が
終
生
同
志
で
あ
っ

た
こ
と
と
は
な
ん
ら
矛
盾
し
な
い
。

（
４
）『
資
本
論
』
と
『
帝
国
主
義
論
』

　

帝
国
主
義
論
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

　

レ
ー
ニ
ン
の
意
図
し
た『
帝
国
主
義
論
』（
一
九
一
六
年
）は
、資
本
主
義
が
国
民
経
済
の
包
摂
に
お
い
て
飽
和
し
、

そ
の
拡
大
が
帝
国
主
義
戦
争
と
し
て
衝
突
す
る
世
界
情
勢
を
描
い
た
「
概
念
図
」
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
以
降
の
「
独
占
段
階
論
」
や
「
帝
国
主
義
段
階
論
」
と
い
う
理
解
と
相
ま
っ
て
、「
現
代
」

の
把
握
に
お
い
て
は
段
階
論
・
現
状
分
析
と
さ
れ
、『
帝
国
主
義
論
』
と
い
う
隔
壁
で
覆
わ
れ
た
『
資
本
論
』
は
、

「
現
代
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
唯
物
史
観
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
『
帝
国

主
義
論
』
に
よ
っ
て
、『
資
本
論
』
の
資
本
主
義
把
握
を
解
体
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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独
占
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
主
義
に
か
ん
す
る
指
標
は
、
資
本
主
義
の
矛
盾
の
運
動
が
、
国
民
国
家
か
ら
踏
み

出
し
て
世
界
市
場
の
包
摂
に
む
か
う
過
程
で
生
み
出
し
た
「
形
態
」
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
矛
盾
の
運
動
に
と
っ

て
通
過
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
、『
資
本
論
』
に
よ
っ
て
こ
そ
把
握
で
き
る
問
題
で
あ
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
か
？　

資
本
主
義
の
矛
盾
の
運
動
が
、
国
民
国
家
の
枠
を
完
全
に
踏

み
越
え
て
、
世
界
市
場
を
実
質
的
に
包
摂
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
象
的
連
関
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。生
産
の
私
的
性
格
と
社
会
的
性
格
の
矛
盾
が
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
し
て
い
る
。あ
る
い
は
、神
の
支
配
、

国
家
の
支
配
か
ら
、
究
極
の
マ
ネ
ー
の
支
配
で
あ
る
。—

—

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
代
こ
そ
、『
資
本
論
』

の
把
握
が
よ
く
妥
当
す
る
。

　

革
共
同
は
、
七
一
年
金
ド
ル
交
換
停
止
か
ら
七
四
―
七
五
年
世
界
恐
慌
、
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
新
自
由
主
義
と
い
う
展
開
に
た
い
し
て
、津
久
井
良
策（
清
水
）「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
カ
ー
タ
ー
」（
一
九
七
八

年
）
や
島
崎
光
晴
『
現
代
帝
国
主
義
論
』（
一
九
八
四
年
）、
仲
山
良
介
『
資
本
論
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
）
な

ど
に
よ
っ
て
把
握
を
試
み
は
し
た
が
、
し
か
し
、
段
階
論
の
枠
組
み
に
呪
縛
さ
れ
、
ま
た
現
実
か
ら
隔
離
・
抽
象

さ
れ
た
資
本
論
世
界
と
い
う
欠
陥
に
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
崩
壊
革
命
論
に
囚
わ
れ
た
万
年
危
機
論
を
繰
り
返
す
ば

か
り
で
、「
現
代
」
か
ら
致
命
的
に
背
理
し
て
い
っ
た
。
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（
５
）
革
命
的
や
り
直
し

　

二
〇
世
紀
の
経
験
は
痛
苦
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
・
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
よ
る
蹉
跌
で
あ

る
。
革
共
同
の
破
産
も
そ
の
中
に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
理
論
問
題
だ
け
で
総
括
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
理
論
問
題
と
い
う
点
で
も
重
大
な
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。
し
か
し
、
以
上
で
見
た
視
角
が
一
つ
の
鍵
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
二
〇
世
紀
の
経
験
は
無
駄
で
は
な
い
。
こ
の
総
括
を
経
て
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
対
決

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
び
と
の
連
関
の
力
で
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
掴
み
だ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。「
新

し
い
組
織
と
運
動
」
は
そ
の
一
助
と
な
る
た
め
に
新
た
に
活
動
を
開
始
す
る
。

　

希
望
は
、
ま
だ
小
さ
な
集
ま
り
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
議
論
を
開
始
し
た
こ
と
で
あ
る
。


